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校務ＤＸの推進に向けた教員研修会を開催 

知多半島初「リーディングＤＸスクール事業」 
 

 

 

 

 

 

 

１ 事業内容 

 リーディングＤＸスクール事業は、教育用タブレット端末で用いるソフトウェアとクラウド

環境を活用し、児童生徒の情報活用能力の育成を図りつつ、個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実や校務ＤＸを行い、全国に好事例を展開するための事業です。 

 （校務ＤＸ：教員の働きやすさ、教育活動の高度化に向けた学校業務のデジタル化） 

全国で約２００校がモデル校として指定されています（愛知県内では知多市２校、名古屋市

２校、春日井市２校の６校）。 

  

２ 教員向け研修会 

 リーディングＤＸスクール事業を市内で展開す 

べく、小中１５校の教員向け研修会をします。 

内容は、タブレット端末（iPad）とクラウド環 

境（GoogleWorkspace for Education）を活用して、 

校務の効率化や省力化を目指した校内ポータルサ 

イトの作成です。 

 

日時：７月２８日（金）午前９時から 

場所：新知小学校 多目的室 

参加者：市内小中学校教員、ICT支援員（合計 40名） 

 

                              ▲ＩＣＴ研修会の様子 

 

学校教育課 
担当：施設チーム  白石 

（０５６２－３６－２６８２） 

 文部科学省が推進する「リーディングＤＸスクール事業」を知多市が受託し、モデル校

として新田小学校と東部中学校、協力校として新知小学校で事業を進めています。 

 今回は本事業の一環として、子どもと向き合う時間を確保するために、市内全ての小中

学校の教員向けに、校務の効率化や省力化を目指した校内ポータルサイト作成についての

研修会を開催します。 


